
 

 

資料５－３ 

今年度議題として取り上げる地域課題等について（案） 

             （君津地域） 

 

【病床機能把握のための取組について】 

東葛南部で実施する病床機能区分に係る調査を事例に、病床機能報告制度の定量化に

むけた取組の概要と進捗について説明し、域内での実施の是非について意見交換。（第2

回会議、第３回会議） 

 

【医療介護連携状況と取組状況の把握】 

千葉県事業として行っている「入退院支援事業」、「地域在宅医療体制構築支援事業」

について、事務局から概要や君津圏域における取組状況を説明し、域内における現状や、

問題意識について意見交換。（第2回会議） 

  提示された意見を取りまとめて課題を抽出し、今後の方向性について再度意見交換を

行う。（第3回会議） 

  



 

 

○入退院支援事業（26年度～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29年度の取組結果（アンケートの実施） 

・地域生活連携シートの改定についての周知度 86.3％ 

・医療介護連携窓口一覧表周知度 60％ 

・医療介護連携窓口一覧表の活用度 42.9％ 

・地域生活連携シート退院時の活用度13.7％ 

 

課題について 

・医療側・介護側両方に千葉県地域生活連携シートの周知が必要。 

・連携窓口一覧表については情報の更新が必要。 

・スムーズな在宅支援のためにも介護・医療ともに更なる連携体制の構築が必要。 

  



 

 

○地域在宅医療提供体制構築支援事業（３０年度～） 

 

○具体的事業の例 

 ・在宅医療従事者負担軽減支援事業 

  地域内における輪番制、主治医、副主治医（病院）制の構築、整備等 

 ・在宅医療・介護連携支援事業 

  市町村の相談窓口からの協力依頼を受け、新規在宅患者と医師間の調整等 

 ・多職種間情報共有支援事業 

  多職種間連携手帳の作成、多職種間情報共有機能を有するICTの導入等 

 ・在宅医療参入促進事業 

  在宅医療開始を検討する医療機関に対して医師会の主催する研修等 

  


